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平
成
28
年
４
月
か

ら
並
里
・
金
武
地
区
に
お
い
て

下
水
道
事
業
が
一
部
供
用
開
始

さ
れ
た
が
、
接
続
率
と
件
数
に

つ
い
て
伺
う
。

平
成
28
年
８
月

末
現
在
で
、
接
続
率
１
・
３
％
、

計
画
件
数
１
１
４
７
件
に
対
し

15
件
で
、
う
ち
金
武
地
区
が
10

件
、
並
里
地
区
が
５
件
で
あ
る
。

今
後
の
宅
内
配
管

の
接
続
率
の
向
上
策
に
つ
い
て

伺
う
。

接
続
率
の
向
上
策
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
広
報
等

で
接
続
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

各
地
区
公
民
館
に
お
い
て
下
水

道
事
業
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動

を
行
う
。

個
別
相
談
窓
口
の

具
体
的
な
内
容
は
。

宅
内
配
管
に
つ
い
て
は
広
報
等

で
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
を
行
っ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
接
続
率

の
向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
月
に
一
、
二
回
程
度
、

町
の
職
員
が
公
民
館
に
出
向
き
、

事
業
内
容
の
説
明
を
行
う
な
ど
、

住
民
が
個
別
に
相
談
で
き
る
よ

う
な
取
組
み
を
行
う
。

浄
化
槽
か
ら
汲
み

取
っ
た
汚
泥
の
処
理
費
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
廃
止

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
が
。

予
算

計
上
し
て
い
る
し
尿
処
理
費
約

４
０
０
０
万
円
は
、
平
成
30
年

度
の
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
。

　
29
年
度
に
下
水
道
の
接
続
及

び
し
尿
処
理
に
つ
い
て
、
各
地

区
で
説
明
会
を
開
催
し
、
町
民

に
理
解
を
求
め
て
い
く
。

町
道
伊
芸
８
号
線

は
、
国
道
か
ら
公
共
施
設
な
ど

を
結
ぶ
主
要
な
道
路
で
あ
る
。

　
伊
芸
地
区
集
会
所
付
近
の
十

字
路
は
見
通
し
が
悪
く
、
通
行

車
両
に
よ
る
人
身
事
故
の
危
険

性
が
指
摘
さ
れ
住
民
か
ら
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
拡
幅

の
計
画
は
。伊

芸
地
区
集
会
所
付

近
の
交
差
点
の
見
通
し
が
悪
い

状
況
で
あ
る
た
め
、
拡
幅
工
事

を
実
施
し
、
通
行
車
両
の
安
全

性
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
工
事
予
定
箇
所
の
地
権
者
か

ら
は
既
に
同
意
を
得
て
お
り
、

平
成
28
年
度
に
地
籍
測
量
業
務

を
実
施
し
、
29
年
度
に
用
地
買

収
及
び
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。

伊
芸
区
オ
ヤ
タ
バ

ル
（
親
田
原
）
・
ウ
フ
ブ
チ
ャ

原
の
農
業
用
水
の
安
定
供
給
を

図
る
た
め
、
区
や
受
益
者
と
協

議
を
行
い
な
が
ら
整
備
に
向
け

て
取
組
む
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

平
成
26
年
度
に
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
加
圧
ポ
ン
プ

と
配
管
の
整
備
を
行
う
こ
と
で

安
定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
29
年
度
に
実
施
設
計
、

30
年
度
に
施
設
整
備
に
向
け
て
、

区
や
受
益
者
と
維
持
管
理
等
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
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平
成
28
年
第
５
回
（
９
月
）
定
例
会

池 原 政 文  議員

並
里・金
武
地
区
で

１
１
４
７
件
の
計
画
に

対
し
、15
件
で
あ
る

下
水
道
施
設
へ
の
接
続
件
数
は

町　長 下
水
道
施
設
への
宅
内

　
　
　配
管
の
接
続
状
況

町
道
の一部
拡
幅
工
事

加
圧
ポ
ン
プ
と
配
管
の

整
備
に
向
け
、協
議
を

進
め
る

親
田
原
・
ウ
フ
ブ
チ
ャ
原
の

農
業
用
水
の
整
備
は

町　長 農
業
用
水
の
安
定
供
給
策

29
年
度
に
用
地
買
収
と

工
事
を
予
定

伊
芸
８
号
線
の
拡
幅
計
画
は

町　長

町
　長

仲
間
光
明 

上
下
水
道
課
長

仲
田
博 

住
民
生
活
課
長

町
　長

町
　長

仲
間
一 

町
長

伊芸地区集会所付近の交差点
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一
括
交
付
金
の
活
用
状
況
は 外 間 慎 仁  議員

平
成
24
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
に
延
べ
49
事
業

を
実
施
し
て
い
る

町　長 一括
交
付
金
を
活
用
し
た

企
画
提
案
型
の
ま
ち
づ
く
り

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
・

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
た
取
組
み
は

他
市
町
村
な
ど
の
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
取

組
む

町　長 地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た

企
画
提
案
型
の
ま
ち
づ
く
り

土
地
利
用
に
つ
い
て
の
許
可

基
準
は都

市
計
画
区
域
で
は
な

い
た
め
、基
準
等
の
制

限
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
る

町　長 土
地
利
用
に
つ
い
て
の

用
途
制
限

本
町
の
沖
縄
振
興

一
括
交
付
金
の
活
用
状
況
は
。

本
町
に
お
け
る

一
括
交
付
金
事
業
の
実
績
は
、

平
成
24
年
度
に
13
事
業
を
実
施

し
、
交
付
金
が
２
億
９
０
６
１

万
円
で
配
分
額
に
対
す
る
執
行

率
（
以
下
同
じ
）
90
・
８
％
。

　
25
年
度
は
12
事
業
で
、
交
付

金
が
３
億
37
万
８
０
０
０
円
。

執
行
率
93
・
８
％
。

　
26
年
は
10
事
業
で
、
交
付
金

額
３
億
２
１
１
５
万
４
０
０
０

円
。
執
行
率
98
・
２
％
。

　
27
年
度
は
14
事
業
で
、
交
付

額
２
億
６
４
５
７
万
４
０
０
０

円
。
執
行
率
78
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
特
別
枠
の
事
業
と
し

て
、
平
成
25
年
度
に
２
事
業
、

交
付
金
額
３
億
１
２
２
１
万
円
、

26
年
度
に
１
事
業
、
交
付
金
額

３
９
０
５
万
４
０
０
０
円
を
実

施
し
て
い
る
。一

括
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
の
中
に
は
、
小
中

学
校
の
学
習
支
援
事
業
や
幼
稚

園
の
預
か
り
保
育
事
業
な
ど
も

あ
る
が
、
産
業
に
結
び
つ
く
事

業
が
少
な
い
。

　
ギ
ン
バ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ダ
ム
を
活
用
す
る
な
ど
、
町
づ

く
り
に
向
け
た
企
画
提
案
が
期

待
さ
れ
る
が
。

ス
ポ
ー

ツ
施
設
や
ダ
ム
周
辺
施
設
も
活

用
し
た
企
画
な
ど
も
検
討
し
た

い
。

一
億
総
活
躍
社
会

の
実
現
に
向
け
た
緊
急
対
応
と

し
て
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
希
望
を
生
み
出
す
強
い

経
済
や
子
育
て
支
援
、
安
心
に

つ
な
が
る
社
会
保
障
も
含
め
た

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
計
上
し

て
い
る
が
、
本
町
の
取
組
み
状

況
を
伺
う
。地

方
創
生
加
速
化
交

付
金
及
び
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
し
ご
と
創
生
、
地
方
へ

の
人
の
流
れ
、
働
き
方
改
革
、

ま
ち
づ
く
り
の
４
つ
の
分
野
に

交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
同
交
付
金
を

活
用
し
た
事
業
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
今
後
、
他
市
町
村
の

事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

活
用
に
向
け
た
取
組
み
を
行
う
。

浜
田
地
区
の
住
宅

街
に
お
い
て
、
資
材
ヤ
ー
ド
が

つ
く
ら
れ
、
粉
じ
ん
被
害
や
工

事
車
両
の
往
来
に
よ
る
騒
音
、

子
ど
も
達
の
交
通
安
全
面
に
対

す
る
苦
情
や
被
害
報
告
が
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
、
町
の

土
地
利
用
の
用
途
制
限
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
許
可
や
基
準

に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

本
町
は
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
都
市
計
画
区
域
で
は

な
い
た
め
、
用
途
の
指
定
が
な

く
、
許
可
、
基
準
等
の
制
限
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
当
該

地
域
に
お
い
て
も
用
途
の
指
定

を
し
て
い
な
い
。

　
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県

土
保
全
条
例
に
基
づ
く
開
発
許

可
面
積
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
た
め
適
用
外
と
な
っ
て
い
る

が
、
町
で
は
平
成
28
年
５
月
か

ら
粉
じ
ん
問
題
を
解
消
す
る
た

め
、
産
業
廃
棄
物
の
撤
去
、
赤

土
防
止
の
沈
砂
地
の
設
置
、
粉

じ
ん
飛
砂
防
止
の
散
水
等
の
対

策
に
つ
い
て
、
法
律
に
基
づ
き

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

外
間
議
員

仲
間
一 

町
長

安
富
祖
昇 

企
画
課
長

町
　長

町
　長

周辺の住宅へ飛散した粉じん
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今
後
の
売
り
上
げ
拡
大
策
は 安 富 信 武  議員

冷
蔵
車
両
な
ど
を
活
用

し
、
更
な
る
流
通
・
販

路
の
拡
大
を
図
る

町　長 株
式
会
社
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

金
武

今
後
の
経
営
計
画
は

田
芋
加
工
品
売
り
上
げ
の

拡
充
と
田
芋
以
外
の
加
工

品
の
販
路
拡
大
を
図
る

町　長 金
武
町
特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー

シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会
の
企
画
内
容
は

復
元
さ
れ
た
當
山
紀
念

館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
な
ど
を
行
う

町　長 ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
及
び

シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会

平
成
25
年
度
、
26

年
度
の
決
算
で
は
損
失
が
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
27
年
度
は
黒

字
に
転
じ
て
い
る
。

　
好
転
し
た
要
素
と
今
後
の
き

の
こ
市
場
の
見
通
し
、
売
り
上

げ
拡
大
の
具
体
策
を
伺
う
。

27
年
度
の
き
の

こ
セ
ン
タ
ー
金
武
の
決
算
に
つ

い
て
は
、
売
上
高
１
億
７
６
１

７
万
８
６
６
２
円
で
、
当
期
純

利
益
が
５
６
４
万
７
０
４
８
円

で
あ
る
。

黒
字
化
の
主
な
要
因
は
、
25
年

度
ま
で
の
販
売
会
社
を
通
し
た

販
売
方
法
か
ら
自
社
販
売
方
式

に
改
め
、
流
通
・
販
売
に
か

か
っ
て
い
た
経
費
の
削
減
と
態

勢
の
強
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
26
年
度
に
一
体
的
な

流
通
・
販
売
を
行
う
た
め
の
冷

蔵
車
両
を
２
台
購
入
し
て
い
る

こ
と
が
功
を
奏
し
て
い
る
。

　
今
後
の
き
の
こ
市
場
に
つ
い

て
は
、
県
外
大
手
メ
ー
カ
ー
に

よ
る
安
価
な
き
の
こ
が
出
回
る

傾
向
が
あ
り
、
特
に
夏
場
の
価

格
下
落
が
大
き
く
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
は
、
導
入
し
た
冷
蔵
車

両
や
27
年
度
に
整
備
し
た
冷
蔵

倉
庫
を
活
用
し
、
更
な
る
流

通
・
販
路
の
拡
大
を
図
り
、
経

営
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
連

携
し
て
い
く
。

平
成
25
年
度
、
26

年
度
決
算
で
は
黒
字
経
営
を
続

け
て
き
た
が
、
27
年
度
は
損
失

を
計
上
し
て
い
る
。

　
そ
の
要
因
と
今
後
の
経
営
計

画
を
伺
う
。平

成
27
年
度
の
金
武

町
特
産
品
加
工
セ
ン
タ
ー
の
決

算
に
つ
い
て
は
、
売
上
高
５
３

３
５
万
４
４
２
２
円
で
、
当
期

純
損
失
が
１
０
４
万
９
４
０
６

円
で
あ
る
。

　
損
失
に
つ
い
て
は
、
加
工
品

の
原
料
で
あ
る
田
芋
の
製
品
率

の
悪
化
に
よ
る
製
造
原
価
の
増

と
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
及
び
マ
ン

ゴ
ー
の
豊
作
に
伴
う
加
工
品
市

場
の
供
給
過
多
に
よ
る
果
樹
加

工
品
販
売
額
の
減
が
主
な
要
因

で
あ
る
。

　
今
後
の
経
営
計
画
に
つ
い
て

は
、
田
芋
加
工
品
売
り
上
げ
の

拡
充
と
田
芋
以
外
の
加
工
品
の

販
路
拡
大
を
図
り
、
運
営
の
改

善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
連
携
し

て
い
く
。

第
６
回
世
界
の
シ

マ
ヌ
チ
ュ
大
会
の
実
行
委
員
会

の
企
画
内
容
と
當
山
紀
念
館
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

伺
う
。

第
６
回
世
界
の
シ

マ
ヌ
チ
ュ
大
会
を
平
成
28
年
10

月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
内
容
は
、
海
外
移
住
の
礎
を

築
い
た
當
山
久
三
の
偉
業
を
顕

彰
す
る
當
山
久
三
顕
彰
式
や
復

元
さ
れ
た
當
山
紀
念
館
に
移
民

関
係
の
資
料
を
展
示
し
、
内
覧

を
兼
ね
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
10
月
22
日
及
び
23
日

に
開
催
さ
れ
る
金
武
町
ま
つ
り

に
お
い
て
、
本
町
出
身
の
海
外

移
住
者
及
び
そ
の
子
弟
等
を
歓

迎
す
る
世
界
の
シ
マ
ヌ
チ
ュ
歓

迎
式
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

町
　長

町
　長

仲
間
一 

町
長

復元された當山紀念館
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大 城 政 光  議員

平
成
29
年
４
月
か
ら
、

完
全
無
料
化
を
実
施
す

る

町　長 給
食
費
の
無
料
化

農
家
の
要
望
を
踏
ま
え

る
と
と
も
に
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
に
取
組
む

町　長 農 

業 

振 

興

地
域
環
境
整
備

屋
嘉
区
の
海
岸
背
後
地
の

環
境
整
備
は

環
境
整
備
に
向
け
、
沖
縄

県
と
協
議
を
行
う

町　長

平
成
28
年
３
月
の

定
例
会
に
お
い
て
町
長
は
、

「
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

は
、
私
債
権
管
理
条
例
に
基
づ

き
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
平
成

29
年
４
月
か
ら
給
食
費
の
無
料

化
の
実
施
に
向
け
て
取
組
む
」

と
私
の
一
般
質
問
に
対
し
て
答

弁
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
29
年
4
月
か
ら
給
食
費

を
完
全
無
料
化
に
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

本
町
で
は
こ
れ

ま
で
要
保
護
、
準
要
保
護
世
帯

に
対
し
、
就
学
援
助
費
と
し
て

給
食
費
を
支
給
し
、
平
成
22
年

度
か
ら
多
子
世
帯
に
対
す
る
子

育
て
支
援
と
し
て
、
第
３
子
以

降
の
給
食
費
無
料
化
を
実
施
し

て
き
た
。

　
金
武
町
は
こ
れ
ま
で
も
子
育

て
の
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

昨
今
の
子
ど
も
の
貧
困
問
題
を

鑑
み
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
は
新
た
に
第
１
子
、
第
２
子

も
対
象
と
し
、
幼
児
、
児
童
、

生
徒
の
給
食
費
完
全
無
料
化
を

実
施
す
る
。

屋
嘉
区
に
は
、

耕
作
放
棄
地
に
近
い
状
態
に
あ

る
町
有
農
地
が
散
在
し
て
い
る
。

こ
の
農
地
に
鉄
骨
構
造
の
農
業

施
設
を
整
備
し
、
近
代
的
で
台

風
に
も
耐
え
る
施
設
で
安
定
し

た
収
入
の
も
と
、
金
武
町
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
地
域

に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

本
町
で
は
こ
れ
ま
で
、

安
定
的
な
農
産
物
の
生
産
基
盤

確
立
の
た
め
、
北
部
振
興
事
業

や
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
の

各
種
補
助
事
業
を
活
用
し
、
台

風
等
の
自
然
災
害
に
耐
え
う
る

安
全
構
造
基
準
に
準
じ
た
施
設

導
入
を
促
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
意
欲
あ

る
農
家
の
要
望
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
農
家
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
で
き
る
よ
う
事
業
導
入

に
向
け
て
取
組
み
を
行
う
。

鉄
骨
構
造
の
施
設

を
整
備
す
る
際
の
補
助
率
は
。

８
月
に
開
催
し
た
沖
縄
県
農
林

水
産
部
と
の
行
政
懇
談
会
に
お

い
て
、
ハ
ウ
ス
施
設
導
入
に
係

る
県
の
追
加
補
助
の
要
請
を
行

い
、
そ
の
回
答
と
し
て
、
沖
縄

県
が
一
括
交
付
金
を
活
用
し
、

災
害
に
強
い
栽
培
施
設
の
整
備

事
業
を
従
来
の
２
分
の
１
の
補

助
率
か
ら
80
％
補
助
と
す
る
回

答
を
得
て
お
り
、
事
業
導
入
に

前
向
き
な
態
勢
が
整
っ
て
い
る
。

屋
嘉
区
の
海
岸
背

後
地
が
ジ
ャ
ン
グ
ル
状
態
に

な
っ
て
お
り
、
災
害
、
衛
生
面

か
ら
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
生
活

環
境
状
態
を
放
置
し
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
対
応
策
を
伺

う
。

当
該
地
域
は
沖
縄
県

の
管
理
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
植
栽
の
剪
定
や
除
草
な
ど

を
要
請
し
て
き
た
が
、
対
応
が

遅
く
、
町
で
対
応
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。

　
背
後
地
の
整
備
に
つ
い
て
県

と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
占
用

許
可
を
受
け
、
遊
歩
道
や
駐
車

場
等
の
整
備
は
可
能
で
は
な
い

か
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、
整

備
に
向
け
て
調
整
を
行
う
。

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

町
　長

町
　長

安
富
祖
勧 

産
業
振
興
課
長

平
成
29
年
度
か
ら
完
全
無

料
化
に
す
べ
き
と
思
う
が

農
業
施
設
を
整
備
し
、
規
模

拡
大
を
図
り
、
安
定
的
な
生

産
基
盤
を
構
築
す
べ
き
で
は

仲
間
一 

町
長
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跡
地
利
用
計
画
の
進
ち
ょ
く
は

安 富 朝 広  議員

分
散
し
て
い
る
課
の
集

約
を
図
り
、
庁
舎
増
築

を
進
め
る

町　長

雨
水
処
理
が
十
分
で
な

い
箇
所
に
つ
い
て
、
工

事
を
発
注
し
て
い
る

町　長 雨
水
側
溝
改
修

役
場
庁
舎
裏
跡
地
利
用
計
画

役
場
庁
舎
裏
側
は
、

前
町
長
が
機
構
改
革
に
伴
い
庁

舎
増
築
を
計
画
し
て
い
た
。

　
建
物
が
解
体
さ
れ
更
地
と

な
っ
て
い
る
が
、
跡
地
利
用
計

画
の
進
ち
ょ
く
と
債
務
負
担
行

為
と
な
っ
て
い
る
予
算
の
対
応

を
伺
う
。

跡
地
利
用
計
画

に
つ
い
て
は
、
保
留
中
で
あ
る

が
、
平
成
29
年
度
に
は
子
ど
も

支
援
課
（
仮
称
）
の
設
置
と
保

健
福
祉
課
等
の
分
散
し
て
い
る

課
を
庁
舎
内
に
集
約
で
き
る
よ

う
作
業
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

進
ち
ょ
く
に
合
わ
せ
て
庁
舎
増

築
を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。

　
債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、

４
億
９
５
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
庁
舎
増
築
の
計
画
変

更
等
で
見
直
し
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
再
度
増
築
費
用
の
設
計

額
に
合
せ
た
変
更
を
行
う
。

行
政
改
革
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

行
政
改
革

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
水
道

課
と
下
水
道
係
を
統
合
し
、
上

下
水
道
課
と
し
た
。
今
後
は
幼

保
関
係
と
教
育
部
門
を
中
心
に

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
保
健
福
祉
課
に
つ
い
て
も
、

役
場
の
離
れ
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
分
散
し
て
お
り
、
役
場

庁
舎
内
に
一
つ
に
ま
と
め
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
が
不
便
を
来

た
さ
な
い
よ
う
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
た
い
。

町
内
に
は
未
だ
Ｌ

型
側
溝
が
数
箇
所
あ
り
、
同
地

域
は
大
雨
時
に
道
路
や
住
宅
地

の
浸
水
被
害
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
が
、
改
修
工
事
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
伺
う
。

側
溝
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
各
区
か
ら
の
要
望
や

現
場
状
況
調
査
に
よ
り
改
修
を

行
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
金

武
公
会
堂
周
辺
や
金
武
中
学
校

周
辺
で
雨
水
処
理
が
十
分
で
な

い
と
確
認
し
た
箇
所
に
つ
い
て
、

８
月
に
工
事
を
発
注
し
て
い
る
。

　
今
後
も
Ｌ
型
側
溝
を
含
め
、

雨
水
処
理
が
不
十
分
な
箇
所
の

改
修
を
行
う
。年

次
計
画
を
も
っ

て
、
継
続
し
て
取
組
む
考
え
は
。

Ｌ
型
側
溝

で
十
分
対
応
可
能
な
箇
所
に
つ

い
て
は
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
が
、

調
査
を
行
い
、
Ｕ
型
へ
の
変
更

が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
改
修
を
行
う
。

道
路
の
傾
斜
な
ど

も
考
慮
し
工
事
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
。道

路
の
勾
配
等
も

確
認
し
な
が
ら
、
排
水
処
理
が

十
分
行
え
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

指
名
競
争
入
札
は

歴
代
町
長
の
方
針
に
よ
り
、
地

元
業
者
育
成
を
目
的
と
し
て
、

町
内
業
者
へ
発
注
さ
れ
て
き
た
。

　
近
年
、
特
殊
工
事
と
い
う
理

由
か
ら
町
外
業
者
が
受
注
し
て

い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、

特
殊
工
事
と
は
何
を
基
準
と
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
も
特

殊
工
事
に
つ
い
て
は
、
町
外
業

者
へ
発
注
す
る
方
針
か
。

こ
れ
ま
で
町
内
で
実

績
の
な
い
工
事
を
特
殊
工
事
と

捉
え
て
い
る
。

　
特
殊
工
事
に
関
し
て
も
共
同

企
業
体
と
し
て
町
内
業
者
が
参

加
で
き
る
よ
う
、
取
り
扱
い
要

領
を
改
訂
し
て
い
る
。

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

安
富
議
員

上
原
浩 

総
務
課
長

宝
正
徳 

建
設
課
長

建
設
課
長

町
　長

町
　長

側
溝
改
修
の
進
ち
ょ
く
は

共
同
企
業
体
と
し
て
町

内
業
者
が
参
加
で
き
る

よ
う
改
訂
を
行
っ
た

町　長 指
名
競
争
入
札

今
後
も
特
殊
工
事
は
町
外

業
者
へ
発
注
す
る
方
針
か

仲
間
一 

町
長

改修が待たれるL型側溝
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樹
木
が
繁
茂
し
、
危
険
な

状
況
で
あ
る
が

吉 野 　 潤  議員

早
急
に
伐
採
を
進
め
る

町　長 河
川
の
環
境
整
備
と

管
理
状
況

今
後
の
話
し
合
い
は

地
域
住
民
立
会
い
の
も

と
、
改
善
対
策
等
の
説

明
を
行
っ
た

町　長 悪 

臭 

問 

題

屋
嘉
地
区
の
前
田

川
、
渡
久
比
那
川
沿
い
の
樹
木

が
繁
茂
し
、
川
を
越
え
て
農
道

ま
で
樹
木
が
は
み
出
し
て
危
険

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
策
を
伺
う
。

前
田
川
、
渡
久

比
那
川
沿
い
の
樹
木
に
つ
い
て

は
、
河
川
沿
い
に
樹
木
が
覆
い

被
さ
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

早
急
に
伐
採
を
進
め
る
。

　今
後
、
土
地
改
良
施
設
に
係

る
河
川
沿
い
の
樹
木
等
に
つ
い

て
は
、
維
持
管
理
体
制
を
構
築

し
、
適
正
管
理
に
努
め
る
。

区
は
住
民
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
町
へ
相
談
し
た

が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
迅
速
に
対

応
で
き
る
方
法
は
な
い
か
。産

業

振
興
課
で
予
算
計
上
し
て
い
る

機
械
使
用
料
や
農
地
や
農
道
の

法
面
、
貯
水
池
の
維
持
管
理
の

た
め
の
補
助
事
業
も
活
用
し
な

が
ら
、
維
持
管
理
を
行
う
考
え

で
あ
る
。

前
田
川
上
流
の
農

道
沿
い
の
状
況
を
確
認
し
た
こ

と
は
あ
る
か
。

現
場
は
枝
と

雑
木
に
よ
っ
て
排
水
路
の
ほ
う

に
も
雑
木
が
伸
び
て
い
る
状
況

を
確
認
し
て
い
る
。

早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
が
。

前
田
川
、
渡

久
比
那
川
沿
い
の
樹
木
の
伐
採
、

排
水
路
、
川
底
の
雑
草
の
除
去

な
ど
、
数
週
間
以
内
に
全
て
の

作
業
を
終
え
る
計
画
で
進
め
て

い
る
。

屋
嘉
地
区
の
養

豚
団
地
の
悪
臭
問
題
に
つ
い
て
、

今
後
の
具
体
的
な
対
応
策
な
ど
、

屋
嘉
区
と
の
話
し
合
い
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

屋
嘉
地
区
養
豚
団
地

の
悪
臭
問
題
に
つ
い
て
は
、
北

部
家
畜
保
健
衛
生
所
、
中
部
保

健
所
と
現
場
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
施
設
の
適
正
な
管
理
、

死
骸
の
適
正
処
理
、
臭
い
を
外

部
に
出
さ
な
い
よ
う
な
取
組
み

等
に
つ
い
て
、
生
産
農
家
等
へ

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
の

結
果
、
説
明
に
つ
い
て
は
屋
嘉

区
長
を
通
し
て
文
書
で
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
随
時
そ
の
報

告
を
行
っ
て
い
る
。

　地
域
住
民
約
15
名
の
立
会
い

の
も
と
、
養
豚
団
地
内
に
お
い

て
町
、
北
部
家
畜
保
健
衛
生
所
、

中
部
保
健
所
か
ら
豚
舎
の
状
況

や
改
善
対
策
等
の
説
明
を
行
っ

て
い
る
。

悪
臭
問
題
に
対
す

る
今
後
の
取
組
み
は
。

引
き
続
き
北
部
家

畜
衛
生
所
、
中
部
保
健
所
と
定

期
的
な
見
回
り
や
管
理
状
況
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
臭
気
測

定
を
行
い
、
測
定
結
果
に
基
づ

く
指
導
を
実
施
し
て
い
く
。

　ま
た
、
ふ
ん
尿
の
溜
め
層
の

被
覆
等
、
畜
産
農
家
、
預
託
業

者
へ
の
指
導
を
行
い
な
が
ら
改

善
に
向
け
て
取
組
む
。

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

吉
野
議
員

町
　長

町
　長

仲
間
一 

町
長

安
富
祖
勧 

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

前田川河川沿いの様子
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仲 間 政 治   議員

民
設
民
営
に
よ
る
事
業

実
施
方
針
を
固
め
た

町　長 温
泉
施
設
整
備
計
画

請
求
の
棄
却
等
を
求
め

て
い
る

町　長 医
療
施
設
の
管
理
に
関
す
る

損
害
賠
償
請
求

ギ
ン
バ
ル
に
お
け

る
温
泉
施
設
の
整
備
計
画
及
び

そ
の
活
用
に
関
し
て
、
未
だ
に

施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
な
い
理

由
を
伺
う
。

町
は
こ
れ
ま

で
公
設
公
営
、
公
設
民
営
に
よ

る
維
持
管
理
に
係
る
コ
ス
ト
計

算
や
設
備
更
新
時
の
建
て
替
え

費
用
負
担
等
の
事
例
か
ら
、
安

定
・
継
続
的
な
施
設
整
備
及
び

運
営
の
た
め
、
民
間
活
力
を
導

入
し
た
民
設
民
営
の
事
業
実
施

方
針
を
固
め
た
。

　
現
在
、
温
泉
事
業
者
選
定
に

必
要
な
町
の
条
件
提
示
等
も
含

め
た
実
施
要
綱
作
成
や
、
提
案

事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業

計
画
内
容
確
認
、
経
営
状
況
や

収
支
計
画
の
審
査
を
行
う
た
め
、

補
正
予
算
と
し
て
温
泉
施
設
整

備
推
進
業
務
委
託
料
を
計
上
し

て
お
り
、
年
度
内
で
事
業
者
を

決
定
で
き
る
よ
う
取
組
む
。

温
泉
掘
削
が
完
了

し
て
か
ら
１
年
以
上
放
置
さ
れ

て
い
た
理
由
は
。

ス
ピ
ー
ド

感
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
、
温
泉
事
業
者
の
公
募

に
向
け
て
町
の
条
件
整
備
等
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
今

後
、
議
会
に
対
し
て
説
明
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
が
原
告
と
し
て

訴
訟
に
至
っ
て
い
る
が
、
裁
判

に
お
け
る
被
告
の
主
張
と
裁
判

の
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

金
武
町
地
域
医
療
施

設
の
維
持
管
理
費
に
係
る
損
害

賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

５
月
17
日
の
第
一
回
口
頭
弁
論

に
お
い
て
被
告
か
ら
答
弁
書
が

提
出
さ
れ
、
原
告
請
求
の
棄
却

及
び
訴
訟
費
用
の
原
告
負
担
を

求
め
る
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
７
月
８
日
の
第
二
回
口
頭
弁

論
で
は
、
原
告
の
訴
状
内
容
に

対
し
、
事
実
の
認
否
と
被
告
の

主
張
が
あ
っ
た
。

　
８
月
30
日
の
第
一
回
弁
論
準

備
手
続
で
は
、
被
告
の
主
張
に

対
し
、
証
拠
書
類
を
準
備
し
、

反
論
を
行
っ
て
い
る
。

　
裁
判
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
原
告
と
被
告
双
方
の
主

張
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
弁
論
準
備
手
続

等
で
、
裁
判
官
の
主
宰
に
よ
っ

て
争
点
の
整
理
が
な
さ
れ
、
審

理
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

當
山
紀
念
館
の
活

用
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
か

ら
答
申
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

　
実
施
計
画
等
は
策
定
さ
れ
て

い
る
か
、
所
見
を
伺
う
。

當
山
紀
念
館
に
つ
い

て
は
、
窓
枠
や
塗
装
等
、
建
築

当
時
に
近
い
状
態
で
復
元
で
き

る
よ
う
、
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。

　
９
月
下
旬
の
完
成
を
予
定
し

て
お
り
、
世
界
の
シ
マ
ヌ
チ
ュ

大
会
の
初
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
や
内
覧
会
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
紀
念
館
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

沖
縄
海
外
移
民
に
関
す
る
常
設

展
示
を
行
い
、
町
内
の
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
郷
土
学
習

や
海
外
移
住
者
子
弟
等
の
研
修

や
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
一 

町
長

池
原
均 

副
町
長

町
　長

町
　長

未
だ
に
施
策
が
展
開
さ
れ
な
い

理
由
は

被
告
の
主
張
内
容
は

町
内
の
児
童
・
生
徒
や

海
外
移
住
者
子
弟
等
の

学
習
の
場
と
し
て
活
用

町　長 當
山
紀
念
館

今
後
の
動
向
は

建築当時に近い状態へ復元された當山紀念館内部
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仲 間 昌 信  議員

県
内
外
の
先
進
事
例
を

参
考
に
検
討
を
行
う

町　長

屋
嘉
区
14
班
の
悪

臭
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
側
か

ら
解
決
策
の
要
請
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
か
伺
う
。

屋
嘉
地
区
の
養

豚
団
地
の
悪
臭
問
題
に
つ
い
て

は
、
昨
年
９
月
９
日
に
屋
嘉
区

長
、
屋
嘉
区
14
班
の
住
民
が
来

庁
し
、
「
屋
嘉
区
内
に
お
け
る

環
境
衛
生
問
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
の
要
請
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。

　
要
請
を
受
け
町
で
は
、
北
部

家
畜
保
健
衛
生
所
、
中
部
保
健

所
と
現
場
の
確
認
を
行
い
、
生

産
農
家
や
預
託
業
者
へ
直
接
指

導
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

生
産
農
家
に
お
い
て
は
、
指
導

に
基
づ
き
、
施
設
の
修
繕
等
の

対
応
を
進
め
て
い
る
。

悪
臭
問
題
に
至
っ

た
経
緯
と
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

昭
和
54
年
度
か
ら
昭

和
56
年
度
に
か
け
て
、
農
事
組

合
屋
嘉
畜
産
組
合
の
養
豚
団
地

整
備
後
、
平
成
10
年
度
か
ら
養

豚
団
地
近
隣
で
民
間
の
宅
地
分

譲
が
開
始
さ
れ
た
後
か
ら
、
悪

臭
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　
悪
臭
の
要
因
は
、
豚
舎
管
理

の
不
十
分
な
部
分
が
主
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
今
後
も
引
き

続
き
、
悪
臭
対
策
に
向
け
た
取

組
み
等
に
つ
い
て
、
北
部
家
畜

保
健
衛
生
所
、
中
部
保
健
所
と

連
携
を
図
り
、
畜
産
農
家
等
へ

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
臭
気

測
定
を
行
い
、
結
果
に
基
づ
く

指
導
を
行
う
。こ

れ
を
契
機
に
、

悪
臭
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制

定
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
県
内
外
の
畜
産
農
家
の

悪
臭
防
止
対
策
や
、
悪
臭
防
止

に
関
す
る
条
例
等
の
先
進
事
例

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を

行
う
こ
と
と
す
る
。

豚
舎
付
近
の
チ
リ

捨
て
場
跡
に
つ
い
て
、
チ
リ
は

完
全
焼
却
さ
れ
た
か
。
ま
た
、

地
下
水
の
調
査
は
行
っ
て
い
る

か
。

豚
舎
付
近
の
チ
リ
捨

て
場
は
、
昭
和
59
年
、
町
有
地

で
あ
る
ソ
マ
ヤ
マ
バ
ル
（
杣
山

原
）
の
屋
嘉
２
０
１
８
番
地
の

一
部
を
、
合
資
会
社 

屋
嘉
産

業
に
貸
し
付
け
、
一
般
廃
棄
物

処
理
場
と
し
て
沖
縄
県
知
事
へ

届
出
書
が
提
出
さ
れ
、
事
業
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
15
年
度
に
は
事
業
が
完

了
し
、
19
年
ま
で
環
境
省
の
示

す
地
下
の
ガ
ス
や
水
質
等
の
環

境
基
準
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
県
が
廃
止
の
確
認
を
行
い
、

調
査
結
果
に
つ
い
て
基
準
以
下

と
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
平
成

20
年
１
月
に
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
廃
止
が
確
認
さ
れ
、

20
年
２
月
に
金
武
町
長
へ
町
有

財
産
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
問

題
解
決
に
向
け
、
議
会
に
お
い

て
も
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
の
問
題
点
や
原
因
の
把
握

が
で
き
て
い
る
か
伺
う
。

子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
所
得

状
況
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
も
の
と
考
え
る
。
対
象
世

帯
に
対
し
て
は
、
本
年
度
か
ら

配
置
し
た
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
訪
問
聞
き

取
り
調
査
等
を
実
施
し
、
情
報

の
整
理
、
分
析
等
を
行
い
、
貧

困
の
背
景
を
把
握
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
訪
問
聞
き
取
り
の
中

で
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
困
窮

者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
生
活
資
金
貸
付
制
度

の
紹
介
や
生
活
保
護
も
含
め
た

公
的
扶
助
な
ど
の
案
内
に
も
つ

な
げ
た
い
。

実
態
の
把
握
と
必

要
な
支
援
策
の
策
定
に
向
け
、

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
対
象
内
容
や
方

法
な
ど
に
つ
い
て
、
既
に
実
施

し
て
い
る
沖
縄
県
や
他
の
市
町

村
の
調
査
票
等
を
参
考
に
実
施

し
た
い
。

生
活
環
境
問
題

子
の
貧
困
実
態
調
査

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

仲
間
議
員

町
　長

町
　長

町
　長

町
　長

町
　長

悪
臭
防
止
に
関
す
る
条
例
の

制
定
は

情
報
の
整
理
、
分
析
等

を
行
い
、
把
握
に
努
め

た
い

町　長 貧
困
原
因
の
把
握
は

仲
間
一 

町
長
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町　長 シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会
の
内
容
は 大 城 一 之  議員

復
元
さ
れ
た
當
山
紀
念

館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
や
町
内
外
の

視
察
を
予
定

世
界
の
シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会

教育長 サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
は

24
団
体
、
３
３
０
人
が

活
動
を
行
っ
て
い
る

中
央
公
民
館
の
利
用

町　長 河
川
冠
水
被
害
対
策
は

基
地
内
の
狭
隘
部
の
工
事

着
手
に
向
け
、
県
や
防
衛

局
へ
要
請
を
行
う

喜
瀬
武
原
地
域
の
河
川

世
界
の
シ
マ
ヌ

チ
ュ
大
会
の
日
程
と
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

第
６
回
世
界
の

シ
マ
ヌ
チ
ュ
大
会
は
、
10
月
22

日
か
ら
23
日
に
開
催
さ
れ
る
金

武
町
ま
つ
り
と
同
時
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

　
内
容
は
、
海
外
移
住
の
礎
を

築
い
た
當
山
久
三
の
偉
業
を
顕

彰
す
る
顕
彰
式
を
は
じ
め
、
復

元
さ
れ
た
當
山
紀
念
館
に
移
民

関
係
の
資
料
を
展
示
し
、
内
覧

会
を
兼
ね
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
を
実
施
す
る
。

　
ま
つ
り
会
場
で
は
、
海
外
移

住
者
及
び
そ
の
子
弟
等
を
歓
迎

す
る
世
界
の
シ
マ
ヌ
チ
ュ
歓
迎

式
や
南
米
料
理
の
試
食
が
で
き

る
南
米
料
理
フ
ェ
ア
、
小
中
高

生
に
よ
る
當
山
久
三
ロ
マ
ン
の

公
演
を
実
施
。

　
24
日
か
ら
25
日
に
は
シ
マ
ヌ

チ
ュ
大
会
の
一
環
と
し
て
、
町

内
外
の
文
化
財
や
世
界
遺
産
な

ど
を
巡
り
、
歴
史
文
化
を
学
ぶ

視
察
を
予
定
し
て
い
る
。

金
武
町
ま
つ
り
、

民
俗
芸
能
祭
と
の
同
時
開
催
に

つ
い
て
伺
う
。

本
年
度
は
多
く
の
シ

マ
ヌ
チ
ュ
が
来
町
す
る
こ
と
か

ら
、
金
武
町
ま
つ
り
と
民
俗
芸

能
祭
を
同
時
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
多
く
の
シ
マ
ヌ
チ
ュ
が
ま
つ

り
に
参
加
し
、
金
武
町
の
か
お

り
高
い
郷
土
文
化
に
触
れ
、
町

民
と
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
移

民
発
祥
の
地
で
あ
る
金
武
町
に

お
い
て
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。

中
央
公
民
館
の

サ
ー
ク
ル
活
動
状
況
を
伺
う
。

中
央
公
民

館
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
の
活
動

状
況
は
、
分
野
別
に
民
謡
・
琉

舞
８
団
体
で
１
３
８
人
、
音
楽

５
団
体
で
54
人
、
体
操
・
ダ
ン

ス
７
団
体
で
93
人
、
絵
画
１
団

体
で
９
人
、
趣
味
３
団
体
で
36

人
、
合
計
24
団
体
で
３
３
０
人

が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

２
人
で
広
い
ホ
ー

ル
を
使
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

教
育

委
員
会
広
報
誌
く
く
む
な
ど
へ

会
員
募
集
を
掲
載
す
る
な
ど
、

会
員
増
に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て
、
代
表
者
の
方
と
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
る
。

喜
瀬
武
原
（
金
武

町
地
域
）
の
河
川
の
冠
水
被
害

対
策
と
河
川
沿
い
の
農
道
の
管

理
に
つ
い
て
伺
う
。

億
首
川
の
冠
水
被
害

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
た
び

た
び
、
被
害
を
受
け
て
き
た
こ

と
か
ら
、
平
成
18
年
度
か
ら
沖

縄
県
が
改
修
工
事
を
実
施
し
て

お
り
、
現
在
は
冠
水
に
よ
る
被

害
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
工
事
未
着
手
で
あ
る
基
地
内

の
狭
隘
部
に
つ
い
て
は
、
早
急

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
沖
縄
県
及
び
沖
縄
防
衛
局
に

要
請
を
行
う
。

　
河
川
沿
い
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
の
河
川
管
理
用
道

路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
、
億
首
川
改
修
事
業
は
平
成

32
年
度
完
了
予
定
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。橋

梁
の
保
守
点
検

に
つ
い
て
伺
う
。

喜
瀬
武
原
地
区
に
お

い
て
町
が
管
理
す
る
橋
梁
に
構

１
号
橋
が
あ
り
、
平
成
27
年
度

に
実
施
し
た
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
策
定
業
務
の
中
で
点
検

を
行
い
、
構
造
上
の
問
題
が
な

い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
が
、

一
部
に
損
傷
が
見
ら
れ
る
た
め
、

補
修
等
を
行
う
。

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

大
城
議
員

仲
間
一 

町
長

町
　長

町
　長

町
　長

比
嘉
貴
一 

教
育
長

新
里
朝
治 

社
会
教
育
課
長

こ
う

金武町まつりと同時開催された
民俗芸能祭
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実
態
を
把
握
し
、
早
期
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か 崎 浜 秀 幸  議員

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
参

考
に
、
今
後
の
施
策
に

反
映
さ
せ
る

町　長 子
の
貧
困
、金
武
町
の

実
態
調
査

施
設
の
利
用
状
況
は

１
月
か
ら
８
月
ま
で
に

９
９
０
名
が
利
用

町　長 Ｋ
Ｉ
Ｎ
放
射
線
治
療・健
診

ク
リ
ニッ
ク
の
利
用
状
況

今
年
度
か
ら
沖
縄

県
は
独
自
に
子
ど
も
貧
困
対
策

推
進
基
金
を
設
置
し
た
。
そ
の

制
度
を
活
用
し
、
金
武
町
に
お

け
る
子
の
貧
困
問
題
を
改
善
す

る
た
め
に
実
態
を
把
握
し
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
講
ず
れ
ば
よ

い
か
、
町
長
の
政
策
に
つ
な
げ

て
早
期
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
で
は
こ
れ
ま

で
、
金
武
町
子
ど
も
の
貧
困
対

策
協
議
会
や
関
係
課
な
ど
で
検

討
し
た
結
果
、
貧
困
層
と
い
わ

れ
る
要
保
護
世
帯
、
非
課
税
世

帯
を
対
象
に
就
学
支
援
や
子
ど

も
の
生
活
支
援
を
中
心
に
支
援

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
貧
困
問
題
の
実
態
把
握
に
つ

い
て
は
、
現
在
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、

対
象
世
帯
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
収
集
し
た
情
報

の
整
理
・
分
析
を
行
い
な
が
ら

実
施
予
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

も
参
考
に
、
今
後
の
施
策
に
反

映
さ
せ
た
い
。沖

縄
県
に
お
い
て

は
、
家
庭
の
金
銭
的
な
問
題
で

進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
全
国
に
比
べ
て
高
い
。

こ
の
状
況
を
町
長
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

向
学
心
が
あ
り
な
が

ら
進
学
で
き
な
い
状
況
も
多
々

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を

活
用
す
る
な
ど
、
人
材
育
成
や

国
際
交
流
へ
活
用
で
き
る
よ
う

な
知
恵
を
振
り
絞
る
よ
う
教
育

委
員
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

方
々
か
ら
意
見
を
拝
聴
し
、
子

ど
も
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
な

施
策
を
展
開
し
た
い
。

２
０
１
５
年
度
に

県
が
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
調
査
結
果
は
。

昨
年
、

県
が
沖
縄
子
ど
も
調
査
と
い
う

こ
と
で
、
対
象
市
町
村
と
学
年

を
選
定
し
た
う
え
で
幾
つ
か
の

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
が
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
金
武

町
が
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
か
と

い
う
こ
と
も
含
め
な
が
ら
、
今

後
の
町
独
自
の
調
査
に
繋
げ
て

行
き
た
い
。

１
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
地
域
医
療
施
設
の
利
用
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

平
成
28
年
１
月
の
開

業
か
ら
の
利
用
者
数
は
、
１
月

が
47
名
、
２
月
が
79
名
、
３
月

が
１
２
３
名
、
４
月
が
92
名
、

５
月
が
１
０
０
名
、
６
月
が
１

４
７
名
、
７
月
が
１
８
４
名
、

８
月
が
２
１
８
名
で
、
合
計
９

９
０
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
診
療
科
目
は
、
内
科
、
眼
科

で
１
月
に
開
業
し
、
２
月
に
脳

神
経
外
科
を
追
加
、
６
月
に
は

検
診
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

　
７
月
か
ら
は
、
が
ん
の
放
射

線
治
療
を
行
う
放
射
線
科
が
新

た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。

施
設
提
供
者
で
あ

る
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
協

力
が
で
き
る
か
。

町
の
協
力
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
医
師
会
な
ど
と

連
携
を
図
る
た
め
の
取
組
み
や

施
設
の
新
た
な
情
報
な
ど
に
つ

い
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
へ
の
掲
載
に
よ
る
周
知

な
ど
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
協
力
に
つ
い
て
は
、

金
武
町
の
特
定
健
診
の
受
診
率

が
約
40
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
総
合
的
な
健
診
機
能
を

有
し
た
当
施
設
と
関
係
課
の
連

携
を
図
り
、
受
診
率
の
向
上
に

取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

崎
浜
議
員

仲
間
一 

町
長

町
　長

知
念
久 

学
校
教
育
課
長

町
　長

町
　長

KIN放射線治療・健診クリニック
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平成28年　第５回（９月）定例会

平成27年度各会計の決算

各会計の決算に関する議決結果

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
112億5,670万9,701円 106億2,372万3,798円 ６億3,298万5,903円

一般会計歳入歳出決算

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
24億2,806万3,004円 23億2,524万7,744円 １億281万5,260円

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
2,784万7,705円 2,385万6,391円 399万1,314円

有線放送電話事業特別会計歳入歳出決算

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
１億4,140万2,885円 １億4,069万7,571円 70万5,314円

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
１億655万6,820円 9,767万6,928円 887万9,892円

水道事業収益：４億426万円 水道事業費用：４億182万4,000円
資本的収入：１億2,471万4,000円 資本的支出：２億6,146万4,000円

下水道事業特別会計歳入歳出決算

水道事業会計決算

平成27年度各会計の決算を認定

議案名 議決結果
平成27年度金武町一般会計歳入歳出決算の認定について

　平成28年第５回定例会を９月13日（火）から９月29日（木）までの17日間の会期で開催した。
　定例会では、補正予算（一般会計、４つの特別会計及び水道事業会計）や税条例の一部改正、工
事請負契約の締結に関する議案などを審議し、全ての議案を原案のとおり可決した。
　また、平成27年度の各会計の決算については、議長を除く全議員で構成する決算審査特別委員
会において審議を行った。各会計の決算状況と議決の結果は下記のとおり。

認　　定
（賛成多数）

平成27年度金武町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（全会一致）

平成27年金武町有線放送電話事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（賛成多数）

平成27年度金武町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定にいて 認　　定
（全会一致）

平成27年度金武町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定
（全会一致）

平成27年度金武町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
原案可決
及び認定

（全会一致）

※資本的収入額が資本的支出に不足する額8,304万8,417円は、減債積立基金、建設改良積立金、消費
税及び地方消費税資本的収支調整額、損益勘定留保資金で補填した。
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議案名と主な内容 議決結果
平成28年度金武町一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ２億2,927万3,000円を追加し、補正後の予算総額を88億7,664
万5,000円とするもの。
　補正の主なものは、歳入では地方交付税の5,145万9,000円、土木費国庫補助金の
4,248万4,000円の増、総務費県補助金の3,493万1,000円などの増。歳出では、事業
開発費1,914万4,000円の増、観光費の2,920万円の増、道路新設改良費の7,915万
6,000円の増。
金武町財政調整基金の処分について
　道路新設改良費、公園費などへ1,888万9,000円以内を充当するもの。
平成28年度金武町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ36万7,000円を追加し、補正後の予算総額を24億5,327万
7,000円とするもの。補正の主な理由は、人件費の増によるもの。
平成28年度金武町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ52万1,000円を減額し、補正後の予算総額を1億4,180万7,000
円とするもの。補正の主なものは、人件費の減によるもの。

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

平成28年度金武町有線放送電話事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ29万2,000円追加し、補正後の予算総額を2,930万5,000円とす
るもの。補正の主なものは、歳入では他会計繰入金29万2,000円の増。歳出では施設
管理費の29万2,000円の増である。

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

決算審査特別委員会において留保された少数意見について

その他の議案の議決結果

提出者
　仲間政治委員　仲間昌信委員
意見の要旨
　・特別とん譲与税について、町の財源確保の意味から、金武レッド・ビーチの港湾指
定に向けて全力を尽くすべきである。

　・民泊事業は違法性があると指摘されているので、当局は違法性を払拭すべきである。

提出者
　伊芸　孝委員　池原政文委員
意見の要旨
　・町税等の滞納については、税の公平性を確保するために徴収に努力されたい。
少数意見の留保とは・・・
　委員会における表決の結果、多数を得られず廃棄された意見で、本会議における審議の
際、委員長が行う委員会の結果報告と合わせて、自ら少数意見としてこれを報告する権利
を保持しておくこと。
　委員会での結論は仮の結論であり、いわば本会議における判断材料となるにとどまり、
本会議での審議は必ずしも委員会での結論に拘束されるものではない。したがって、委員
会で廃棄された少数意見も、本会議では同調者を得られる可能性があり、本会議の判断材
料という意味からは、少数意見の報告はそれなりに意義を有する。
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議案名と主な内容 議決結果
平成28年度金武町水道事業会計補正予算（第２号）
　収益的収入の第１款収益的収入に8万6,000円を加え、３億9,129万6,000円とする
もの。補正の主なものは、簡易水道事業の事務負担金である。

原案可決
（全会一致）

平成28年度金武町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ3,173万6,000円を追加し、補正後の予算総額を５億9,049万
2,000円とするもの。補正の主なものは、並里・金武地区農業集落排水事業建設工事に
係る工事請負費の増である。
負担付寄附の受け入れについて（伊芸地区公民館増築工事）
　伊芸地区公民館の増築工事に充てるため、伊芸区から105万円以内の寄附金を受
入れること。
金武町税条例の一部を改正する条例について
　個人住民税及び固定資産税の全期分を年度当初に一括納付した場合に受けること
ができる報奨金を廃止するため、条例の一部を改正するもの。
　平成29年度課税分から報奨金制度が廃止される。
工事請負契約締結について
　件　　　　名：伊芸地区畑地かんがい施設整備工事（２工区）
　契約の相手方：（有）ナカムラ造園土木
　契  約  金  額：5,184万円
工事請負契約締結について
　件　　　　名：喜那又原排水路整備工事
　契約の相手方：（株）ホカマ
　契  約  金  額：6,890万4,000円
工事請負契約締結について
　件　　　　名：並里・金武（第二期）地区農業集落排水資源循環施設建設工事
　契約の相手方：（有）神中組・（株）ホカマ建設工事共同企業体
　契  約  金  額：１億5,336万円
工事請負契約締結について
　件　　　　名：並里・金武（第二期）地区農業集落排水資源循環施設建設工事
　　　　　　　（機械・電気）
　契約の相手方：共和化工（株）・（有）宮里電水工業建設工事共同企業体　
　契  約  金  額：１億3,240万8,000円
工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武町立体育館機能高度化整備工事（建築）
　契約の相手方：（有）仲正組
　契  約  金  額：7,312万6,800円
工事請負契約締結について
　件　　　　名：金武地区公園遊具設置工事
　契約の相手方：（有）金武土建
　契  約  金  額：8,325万7,200円
金武町固定資産評価審査委員会委員の選任について
　固定資産評価審査委員会委員へ仲間通夫氏を選任するため同意を求めるもの。
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　人権擁護委員の候補者として、仲田朝子さんを法務大臣へ推薦するため意見を求め
るもの。
議員派遣に関する決議
　沖縄県町村議会議員・事務局職員研修会及び町村議会広報研修会へ議員を派遣す
るための決議。

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（賛成多数）

同　　意
（全会一致）

適　　任
（全会一致）

可　　決
（全会一致）
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　平成 28 年 10 月 13 日（火）、ＮＢＣサムシングフォー西崎において、沖縄県町村
議会議員・事務局職員研修会が開催された。
　研修会は二部構成で、第一部では、名護療育医療センター診療部長の勝連啓介氏
と沖縄県発達障害者支援センター主任の与那城郁子氏が講師を務め、｢子どもの発達
課題と発達支援｣、　｢県内における発達障害児者支援の現状とこれからの取組み｣に
ついてそれぞれ講演を行った。
　第二部では、沖縄メディカル病院副院長の吉田貞夫氏が、｢いい栄養で、いきいき
元気！認知症予防！｣と題し、食べることの大切さや認知障害による摂食障害の事
例など、食をテーマとする講演が行われた。

議会を傍聴してみませんか。
12月定例会は、改選後、初の議会となる
ため、正副議長の選挙や常任委員会、特
別委員会の委員を決定する案件がありま
す。
開会は、12月12日（月）を予定しており、
日程が決まり次第、有線放送やホーム
ページでお知らせいたします。
詳細については、議会事務局へお問い合わせください。
＊傍聴席には磁気ループを設置しております
＊議会ライブ中継も実施しておりますで、ホームページ内の【議会中継】から視
聴して下さい。

傍 聴 案 内

金武町議会事務局
　　有線電話：８－２２９２　　ＮＴＴ：０９８‐９６８－２２９２

町村議会議員・事務局職員研修会

勝連啓介 氏 与那城郁子 氏 吉田貞雄 氏



平成28年11月16日 No.147（金武町議会報）

16

平成28年　第６回　臨時会

　平成28年第６回臨時会を10月31日に開催した。
　臨時会では、一般会計補正予算と財政調整基金の処分に関する議案を審議した。
　また、議員提案として、米軍北部訓練場ヘリパッド建設に抗議する市民への県外機動隊員によ
る差別的発言に対する意見書が提出され、採決の結果、賛成７、反対７と可否同数となったため、
議長裁決により可決となった。議決結果は下記のとおり。

議案名 議決結果
平成28年度金武町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ６億4,918万2,000円を追加し、補正後の予算総額は、95億
2,582万7,000円となる。
　補正の主なものは、志那田原橋補修工事、川田原補修工事、陸上競技場の機能
高度化に伴う工事請負費及び備品購入費である。
金武町財政調整基金の処分について
　橋梁維持費、陸上競技場整備費へ１億614万4,000円以内を充当するため、財
政調整基金を取り崩すものである。
米軍北部訓練場ヘリパッド建設に抗議する市民への県外機動隊員による差別的発
言に対する意見書
　※詳細は、下記のとおり

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

平成28年12月10日で任期満了を迎える第18期金武町議会議員と執行部

可　　決
（賛成多数）

　去る10月18日午前９時45分頃、東村高江の北部訓練場Ｎ１地区ゲート横の丘に設置された仮
設フェンス沿いで、警備活動中の機動隊員が抗議する市民に対し、「土人」、「シナ人」との差別発
言があった。このような発言は極めて差別的で、沖縄県民を植民地的に見下すもので、悪質発言と
言わざるを得ないものであり、断じて許されるものではない。
　侮辱的発言が出る背景には、差別意識から発せられたとの問題意識を指摘せざるを得ない。
　よって、本町議会は、県民の尊厳を守る立場から、機動隊員による差別発言に対し、厳重に抗議
し、県民への謝罪を強く求め、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成28年10月31日　
沖縄県金武町議会　

　宛　先
　　警察庁長官、国家公安委員長、沖縄県警察本部長、沖縄県公安委員長

米軍北部訓練場ヘリパッド建設に抗議する市民への県外機動隊員による
差別的発言に対する意見書


